
纏響慈濃

難鸞持轟轟(食料轟)は、出入り難近くなどすぐに取り難せる場所縫保管し、与ヽつでも

持ち畠彗るように等機しておきま懇ょう。

避難後t災書釜l闘まで総数錢闘の盤溝擁資 (食纏轟)は、家量のell壊を想定すれば、

震外|こ保管するのが最適ですがtスベースがなけ裁ば家奪中でできるだ|ナ藤丈なケ

ース:こ入れて保管します。

また、餞家燿畿難華のトランタ:こ、無入り命氷やカンバン等を1果存懇ておくと機帯食

としても藩用できます。

糠正食轟鐘表示さ象でしヽる「賞味聾購ぷ轟失難げご渡欝蟹こ劣 Lゞすること難秘移ませ

島が、年1こ 1農撫護事褒の議彎 麟載球難念醸なと資難欝換錢:こ漱壼頚奮チェックし、次熙潔

では其騨猥錢 串曖務餐轟よ入摯警えておき策じょう。

季イアラインがストップした彗でも褒え懸鑢薫響翼を
簿菫しておきましよう

カセット職ン鐵
(できれば央力の強もヽも会を) 七輪

澪漁ストープ

(暖もとれ、熱源 :こもなる)

*薫物は厚鏑を熱 あヽる種度大が通れば、タオルなどで巻き、発泡スチEl―ルの
篠なさこ入れ密封すれば、余熱でやわらかくなり、熱源の節約になります。

澪スボンベも忘れずに

難慧しましょう。

(1本で織SO分使えます)

慧外に大角も強く

大の調整もできます
本羨も簿薫ほ しょう。

オープントース養■ ぶ■トカ 轟卜

装入り国形燃料

簿予レンジ

鷲気EIン攀寵畿誨瑳器


